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実践事例 小－算－５年  

 

 

【校 種 ・ 学 年】 小学校第５学年 

【教 科 ・ 領 域】 算数科 

【実 践 の 概 要】 

１ 単 元 名  １３ 割合 

２ 単元の目標  割合，百分率の意味と表し方を理解し，それらを用いることができる。 

３ 本時の実際 

（１）本時の目標 

身のまわりの事象を数理的に捉え，割合についての学習などを活用して問題を解決す

ることができる。 

（２）本時の展開 

時 主な学習活動 研究の視点 

導
入 

○前時の確認 

・割合，比較量，基準量の求め方の確認 

・割合の表し方（小数で，百分率で）の確認 

 

展
開 

○問題文の数値が示す内容を Y チャート右に

整理する。 

○整理した内容をもとにして立式し，答えを求

める。 

○答えの求め方を説明する。 

視点２（３） 

「思考を表現に置き換える」 

終
末 

○練習問題を解く。 

 

 

４ ツールに見られた思考の姿 

 

５ 成果と課題 

○１枚の Y チャートに問題，

問題内容の整理，式と答え

を整理することにより，見

通しをもって問題を解くこ

とができた。 

■Y チャートは，問題を把握

し解決の見通しを立てる点

では有効であったが，考え

の交流をメインとするなら

別の思考ツールを活用すれ

ばよかった。 

 

解決の見通しをもたせる【可視化する】Y チャート 

日常生活では，割合の学習を活用できる場面

がある。 

 

学習したことを使って問題を解き，説明しよ

う。 


